












1．  はじめに 
グリーンフラッシュとは日の出、日の入り時に稀に
見られる緑色の閃光である。幸運なことに、2009 年














































準空気(炭酸ガス 0.03 ％を含む 15℃，1atm＝
0.101325MPa の乾燥空気)の屈折率 ns(真空に対する 





 (1952 年の国際分光学会議で採択された式)  
 
























































































































































































図５ 鉄板上、鉄板から 5cm、10cm の 3 か所の加熱に
よる温度変化 
 
































































× × △ 
東京 
書籍 
× △ × △ 
啓林館 
 
○ × △ ○ 
数研 
出版 
× △ × △ 
三省堂 △（不正
確） 
× × △ 
（２）コンピュータシミュレーション 
温度勾配がある時の音波の進み方をコンピュータ
シミュレーションで作成してみた。その結果、各教科
書会社の図は正確さに欠いていることがわかった。 
 
 
 
７．今後の計画 
（１）上昇気流を防ぐために図２のように上部を高温
部にしたり、側部を高温部にしたりして実験をする。 
（２）制御可能な安定した温度勾配の作成とレーザー
スポットの変位の正確な測定を可能にして定量的な
実験をすること 
（３）グリーンフラッシュの継続的な観測により発現
時の気象データ等を調べ、発生条件を詳細に調査する
こと。 
（４）グリーンフラッシュをモデル化し、そこから得
られる理論式と実験データ、気象データを比較するこ
とにより、モデルの正当性を検証する。 
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